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■アンカーボルトの締付け手順
（１）下ナットの１次締付け

下ナットの１次締付け作業では、アンカーボルトに取り付けた下ナットを確実に手締めした
後、原則としてトルクレンチを用いて、以下に示す目標トルク値で締付けを行う。

（２）マーキング
目標トルクで１次締めを終了したボルトについては、ボルト、ナットおよび、座金、
ベースプレートにかけて一直線のマーキングを施す。

（３）下ナットの本締め
下ナットの本締めは、以下の手順で行う。
①締付け方向に１０～３０°程度の追い締めを行う。本締めのナット回転角度は、ボルト径

が太くなるほど小さくしてもよい。
②ナットの本締めの結果は、マーキングのずれを目視で確認する。

（４）上ナットの締付
下ナットを締め付けた後、上ナットを締め付けることにより、戻止めを施す。

（５）締付け作業の結果を確認し所定の用紙に記載し、工事監理者の承認を得る。
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Q. アンカーボルトのダブルナットの上ナット締付けに規定はあるか？

B-1-6

ボルトの径 １次締め目標トルク

M１６～M２２ ７０N・m程度

M２４～M２７ １００N・m程度

M３０～M４２ ２００N・m程度

M４８～M７２ ３００N・m程度

M７５～M１００ ４００N・m程度

A.
特に規定は有りません。
後から締めるナットは、先に締付けるナットの戻止めとして用いられます。先に締めるナットが
JASS6 12.3に「特記のない場合は、締付け方法はナット回転法で行い、ナットの密着を確認した
後、30°回転させる」と規定されているのとは異なり、後から締めるナットは締付けの管理の規定
が無く、すき間なく締まっていれば良いとされています。また、後から締めるナットの種類について
は１種（標準厚さ）でも３種（薄い厚さ）※でも構わないとされていますが、３種のナットを使用する際
は、『戻り止めとして』と明記しておく事が望まれます。

なお、アンカーボルトの締付けについて、『建築構造用アンカーボルトを用いた露出柱脚設計施工
指針』では以下のように規定しています。

※六角ナットのJIS B 1181が改正され、新JIS本文では
①１種→六角ナット（標準厚さ、厚さが呼び径の8割前後）
②３種→六角低ナット（薄い厚さ、厚さが呼び径の5割前後）と名称変更されている

出典：（一社）日本鋼構造協会_建築構造用アンカーボルトを用いた露出柱脚設計施工指針・同解説、2011
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